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線分 ABを直径とする円 0があります。下の図の
ように,点 Aを通る円0の接線をひき,その接線上に
OA<ACと なる点 Cをとり,点 Cと点 0を結びます。
また,点 Cから円 0に ,接線 ACと は異なる接線をひ

き,円 0との接点をDと します。さらに,点 0を通り

線分 ABに垂直に交わる直線と線分 CDとの交点をE
とします。                   メ
次の 1,2の問いに答えなさい。

1△AOC≡△DOCであることを証明しなさい。

2線分 BCと線分 OD,線分 OEとの交点をそれぞれ点
F,点 Gと します。さらに,点 Aと点 Dを結びます。

AB=4cm,AC=3cmのとき,次の (1)～ (3)の問いに
答えなさい。

(1)線分 OCの長さを求めなさい。

(2)線分 ADの長さを求めなさい。

(3)四角形 EGFDの面積を求めなさい。

|△ AOしヒ4"Cで
^

挙解その3び

ハθ=pθ ｀`1。
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